
算数科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　　村上　朱美

１　日時・場所　　　　平成１５年１０月１０日（金）　第５校時　１年教室

２　学　　年　　　　　第１学年　１４名

３　単元名　　　　　　たしざん（２）

４　単元について

○　本単元は，「たしざん（１）」および「２０までのかず」の学習に基づいて，繰り上がりのあるたし算の

計算の仕方について理解させることをねらいとする。

　　単元構成としては，まず，数図ブロックの具体的な操作で理解させ，その後ことばの助けもかりて定着

を図り，被加数を一定にした計算からはじめて，ゲームまで徐々に計算の習熟を図る。また，生活場面で

の適用題を解くことによって，たし算と実生活の関連をとらえさせ，たし算についての理解をいっそう深

めることもねらいとしている。

　　和が１０をこえるたし算の新たな計算の仕方を考え，アイデアを発見し，たし算についての理解を深め

ていく学習は，筋道をたてて考える力の育成や学ぶ楽しさを味わうことが期待でき，本校のめざす「発見

やできる喜びを知る児童」の育成につながると考える。

○　本学級の児童は，アンケート調査によると８割の児童が「算数がすき」と答えている。また，ほとんど

の児童が「算数の授業は楽しい」と答えている。１年生になって，「いくつといくつ」で数の合成・分解を

学習してきた。「１０は９といくつ？」という場面では，「あと１で１０になるよ。」と１０の合成・分解を

経験している。また，「たしざん（１）」では、数図ブロックを操作しながら，合併や増加の場面について

理解してきた。児童は，「あわせて」「みんなで」などのことばを見て，「たしざんのもんだいだよ。」とい

いながら数図ブロックを操作して答えを求めることができた。その後，（１位数）＋（１位数）＝（１０以

下の数）の計算を確実にできるように計算カードを使って定着を図ってきた。実際の生活場面において，

和が１０をこえるたし算を経験している児童がいると思われるが，その計算方法はほとんどが数えたしで

あり，１０の補数を利用して計算している児童は少ないと考えられる。なお実態調査によると，１０の合

成・分解についての理解は７割の児童が十分できているが，理解が十分にできていない児童もいる。そし

て，たし算については，指を使いながらではあるが，９割の児童が理解している。しかし，計算の正確さ

や速度は個人差が大きい。そのため，ぐんぐんタイムやパワーアップタイムなどを利用しながら，理解が

十分でない児童や苦手な児童には個別指導をしている。

学習態度については，小学校の入門期なので，「聞くこと，話すこと」を中心に学習規律をつけるように

してきたが，十分に定着していない。本校のめざす子ども像である「自分や人のよさ，進歩に気づく児童」

人のよさに気づくことが十分にできていない。

○　指導にあたっては，和が１０をこえる１位数同士のたし算の導入場面では，数図ブロックを使っての作

業的な算数的な活動を通して，計算方法を考えさせたい。その際答えを求めるだけの活動から，計算の仕

方へ目を向けさせたい。そのためには，まず，ます目が１０（５並びに２段）ある数図ブロック盤を活用

し，８＋３の答えを求める際には１０のかたまりに目を向けさせるようにさせたい。そして，数図ブロッ

クをどう動かしたかを話し合わせたい。数図ブロックを操作して各自が解いた答えから，「どう考えて答え

を出したか」を振り返らせるようにしたい。答えが同じでも児童によっては考え方がちがうという場合が

出てくる，それらのやりとりをもとに，比較し，より望ましい計算の仕方を練り上げていくようにしたい。

そして，１０のかたまりを作って計算する方法のよさにきづかせていくようにしたい。単元のまとめには

「班対抗たし算かるた大会」を計画し，児童の関心・意欲を喚起し持続させていきたい。

計算方法の話し合いを深めていくために，自分の考えを友だちに分かるようにはっきりと話すことと，

友だちの考えを最後まで聞くことについて指導していきたい。そして，本校のめざす子ども像「自分や人

のよさ，進歩に気づく児童」につなげていきたい。

５　内容の関連

学年 単元名 単元の目標 例題

　１ かずとすうじ ものの集まりをとらえ，数を数

え，数で表す考え方を身につけ

る。

・ ならべましょう

・ くらべましょう

・ かぞえましょう



学年 単元名 単元の目標 例題

　１ いくつといくつ １０までの数の合成分解がで

き，１０の補数を求めることがで

きる。

・ ６は２といくつ

・ ８は□と４

・ １０は５と□

学年 単元名 単元の目標 例題

　１ ふえたりへったり 　次々に変化していく数量に着

目し，数の増減の意味をつかむ。

・電車に２にんのっています。そこ

へ３にんのってきました。

学年 単元名 単元の目標 例題

　１ たしざん（１） 　たし算が用いられる場面とた

し算の記号や式の読み方を理解

し，１桁＋１桁≦１０の計算がで

きる。

・５ひきと３びきあわせてなんび

きでしょう。

学年 単元名 単元の目標 例題

　１ ２０までのかず 　２０までの数の構成について

理解し，よんだりかいたりするこ

とができる。

・ １０と３でいくつ

・ １２は１０と□

学年 単元名 単元の目標 例題

　１ １００までのかず 　１００までの数について，もの

の個数や順番を正しく数え，２位

数についてその表し方と意味を

理解できる。

・ １０が７つと１が５つで□

・ ４９より１大きいかずは□

６　単元目標

　　　繰り上がりのある加法について理解し，それを用いることができるようにする。

　　　

７　単元の評価規準

　　

ア算数への

関心・意欲・態度

イ数学的な

考え方

ウ数量や図形についての

表現処理

エ数量や図形についての

知識理解

○繰り上がりのあるたし

算の仕方について，数

図ブロックを用いて考

えようとする。

○繰り上がりのあるた

し算の仕方について，

１０のまとまりをつく

ることに着目して考え

ることができる。

○（１位数）＋（１位数）

で繰り上がりのあるた

し算の計算の答えを確

実に求めることができ

る。

○（１位数）＋（１位数）

で繰り上がりのあるた

し算の計算の仕方を理

解している。

たしざん（２）



８　指導計画（全９時間）

９　本時の展開

（１）本時の目標

　　（１位数）＋（１位数）で，繰り上がりのあるたし算について計算方法を見出すことができる。

　（２）観点別評価規準

　　　○算数への関心・意欲・態度

　　　　　数図ブロックを操作しながら，計算の仕方を考えようとしている。

　　　◎数学的な考え方

　　　　　計算の仕方について１０のまとまりをつくることに着目して考えている。

　（３）準備物

　　　教師：問題のさし絵　卵　卵ケース　数図ブロック　数図ブロック盤　プリント

　　　児童：数図ブロック

評　　　　　　　　　価
次 指導計画

関 考 表 知 評　価　規　準 評価方法

・ 操作によって繰

り上がりのある

たし算の算法を

考える。①

　　　（本時）

○

◎

・ 数図ブロックを操作しながら，計

算の仕方を考えようとしている。

・ 繰り上がりのあるたし算の仕方

について１０のまとまりをつく

ることに着目して考えることが

できる。

・ 発表

・ 行動観察

・ ノート

・ 練習問題

・ 繰り上がりのあ

るたし算の算法

を一般化する。

・ 　　　　　　①

○ ◎ ・繰り上がりのあるたし算の仕方を

　理解している。

・ ノート

・ 練習問題

・ 発表

・ 行動観察

・被加数が６以上の

たし算の練習問題

と適用題　①

○ ・適用題ができる。 ・ ノート

・ 練習問題

・ 発表

・ 行動観察

１

・ 被加数が５以下

のたし算の練習

問題と適用題①

○ ・適用題ができる。 ・ ノート

・ 練習問題

２ ・ 計算カードによ

るたし算の練習

をする。③

◎ ○ ・繰り上がりのあるたし算ができる。 ・ 発表

・ 行動観察

・ ノート

・ 練習問題

３ ・班対抗たし算かる

た大会をする。①

◎ ○ ・かるた大会を友だちと協力し合っ

て楽しくすることができる。 ・ 発表

・ 行動観察

４

お

さ

ら

い

・ ２０までの数の

構成，数の系列，

・ １０までの範囲

の加法，繰り上

がりのある計算

・ 　　　　　　①

○ ◎ ○ ・ 行動観察

・ ノート



（４）学習の展開

学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法）

つ

か

む

１． 問題文を読み，題意を把握する。

立式し，これまでの計算とのちがいにつ

いて考える。

２．本時の課題をつかむ。

・情景が把握できたところ

で問題文を提示する。

・わかっていること，たずね

ていることを確認する。

・増加の場面であることを

確認して立式し，答えが１０

より大きくなることに気づ

くようにする。

さ

ぐ

る

３．数図ブロックを操作して計算の仕方を考える。

　＜予想される児童の反応＞

①数えたす

②１０の補数を意識して，加数を分解してたす。

③１０の補数を意識して被加数を分解してたす。

④分からない

・卵を数図ブロックに置き

換えて，操作し答えを出させ

る。

・机間指導をする。

①～③

　　　　　

④

計算の仕方について

数図ブロックを用い

て考えようとしてい

る。

【関・意・態】（行動

観察）

A 計算の仕方につい

て数図ブロックを

用いて友だちに分

かるように説明し

ようと準備してい

る。

　きのう，にわとりがたまごを８こうみました。きょうは３こ

うみました。あわせてなんこでしょう。

わかっていることは，きのう

にわとりがたまごを８こうん

で，きょう３こうんだことだよ。

たずねていることは，あわせ

てなんこでしょうだね。

わかった。たしざんだよ。し

きは，８＋３＝だよ。こたえ

は・・・ちょとむずかしいな

たして１０より大きくなるけいさんはどのようにすれば

いいのでしょうか。

「どう考えて答えをだ

したの。」「どういうふ

うにブロックを動かし

たの。」自分のやり方が

説明できるように練習

しとこうね

たし算（１）

でのブロッ

クの操作の

仕方を思い

出してみよ

う。



学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法）

ね

り

あ

う

４．８＋３の計算の仕方を発表する。

　友だちの考えをよく聞く。発表する人は自分の

考えをみんなに分かるように説明する。

　１０の補数を利用した計算方法のよさに気づ

く。

　「まず，１０をつくるために，３を２と１に分

　　けて，　８と２で１０

　　次に　１０と残っている１で１１」

・数図ブロックを操作しな

がら説明をさせる。

・自分の考えがみんなに分

かってもらえるように大き

な声ではっきりと説明がで

きるように声かけをする。

・数えたす方法と比べるな

どして１０の補数を利用す

る方法のよさに気づくこと

ができるようにする。

計算の仕方について

１０のまとまりをつ

くることに着目して

考えている。

【考え方】（行動観

察）

A 計算の仕方につい

て１０のまとまり

をつくることに着

目して，加数をほ

かの数の和として

考えている。

ひ

ろ

げ

る

５．練習問題をする。

　　９＋４

・数図ブロックを操作して

計算する。

　　９と１で１０

　１０と３で１３

・机間指導をする。

ま

と

め

る

６．本時の学習のまとめをする。 ・わかったことを発表する

ように声かけをする。

答えが１０をこえるたし算

は，１０を作って計算すれ

ばいいということがわかっ

たよ


